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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TNF受容体スーパーファミリーのメンバーです。この受容体は、細胞外TRAIL結合ドメインと膜貫通ドメインを有しますが、細胞質デスドメインは有しません。この受容体はアポトーシスを誘導する能力はなく、TRAIL誘導性アポトーシスから細胞を保護する拮抗受容体として機能すると考えられています。この遺伝子は、p53制御性DNA損傷誘導遺伝子であることが判明しました。この遺伝子の発現は多くの正常組織で検出されましたが、ほとんどの癌細胞株では検出されませんでした。これは、癌細胞がTRAILのアポトーシス誘導活性に対して特異的に感受性を示すことを説明できる可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：細胞傷害性リガンドTRAILの受容体。細胞質デスドメインを欠いているため、アポトーシスを誘導できません。 TRAIL-R1およびR2とリガンドへの結合を競合することにより、TRAILを介したアポトーシスから細胞を保護する可能性がある。,PTM：N-グリコシル化およびO-グリコシル化。,類似性：TNFR-Cysリピートを3つ含む。,組織特異性：腫瘍細胞株よりも正常組織で高い発現を示す。末梢血リンパ球、脾臓、骨格筋、胎盤、肺、心臓で高い発現を示す。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;アポトーシス阻害;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;ナチュラル キラー細胞を介した細胞傷害性;
	画像データ
	

	DcR1ポリクローナル抗体を用いたNIH-3T3、PC12細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

